
2022年度自己評価及び学校関係者評価シート 

                    桑園幼稚園 

 
１． 園の教育目標 

 ともに育ち、ともに生きる 

 

２．２０２２年度の重点目標・計画 

①建学の精神や教育目標を常に心に留め、子どもも保育者も共に喜んで歩み続ける日々であるよう祈りなが

ら保育を行う。 

②仮園舎での生活が長くなるが、保育者間で協力し、様々に工夫しながら保育を行う。 

③感染症対策を正しく行い、子どもたち、保護者、教職員の健康を守り、安心して園生活を送ることができ

るよう努める。 

④認定こども園移行に向けて、学びを深め、教職員が心を合わせて準備する。 

 

３． 評価項目の達成および取り組み状況 

区 分 評価 振り返りと課題 学校評価委

員の評価 

１ 

保育の 

計画性 

 

 A 

・仮園舎での保育で、例年通りに行かないことが多かったが、保育

者間でより良い保育のために話し合い協力しながら計画、準備を

行い保育に当たることが出来た。 

・担任間はもちろん、他の保育者とも話し合い、意見交換をして、

子どもたちに今どんな経験をさせたいか、そのためにはどうした

らよいか考えながら保育に臨むことが出来た。 

 

 A 

２ 

保 育 内

容・幼児

へ の 対

応 

 

 B 

・仮園舎での園生活をポジティブに受けいれ、子どもたちが豊かに楽

しく生活できるよう努め、結果的にみんなでこの環境を上手に活用

しながら保育を進めることができ、感謝であった。 

・その子らしさ、今年のクラスらしさを大切にしながら保育を行っ

た。受け止める大切さを改めて感じた１年であった。 

・ひとつひとつの行事のあり方、取り組み方を振り返りながら、子ど

もたちと同じ目線で自分自身も振り返りながら行った。 

・園庭がなかった分、これまで行ったことのない公園へ行くことが

増え、いつもと違う季節の公園の面白さも感じることが出来た。 

・仮園舎内での思いがけない怪我もあったので、新園舎での環境の

変化にも配慮していきたい。 

 

 A 

３ 

教 師 と

し て の

資質・能

力 ・ 良

識・適性 

 

 

 

 B 

・保育者間の関係を良くしようとすることで、遠慮してしまい連携

がうまくいかないこともあったので、子どもたちのためにしっか

りと互いの考えを出し合い話し合っていきたい。 

・一緒に働く保育者との情報交換や分かち合い、コミュニケーショ

ンをしっかり取り、自分のできることに力を尽くしていきたい。 

・苦手なことを練習し、自分に足りないところを他の保育者の姿に

学びながら、子どもと関わることが出来るように努めた。 

・責任と自覚をもって保育に取り組んでいきたい。 

・子どもの興味、関心をくみ取って遊びとして提供できるようにし

たい。 

・保育者として、遊びの引き出しをより増やしていく。 

・新年度は職員が増え、長時間の保育のためシフト（働き方）も多

様化するので、連携、共有がうまくいくよう配慮したい。 

 

 A 



４ 

保 護 者

へ の 対

応 

 

 

 B 

 

・仮園舎となり、登降園時に担任と保護者が声を掛け合う機会が減

ってしまったが、認定こども園移行後も保護者と直接話す時間が

取れない場合もあると分かったので、どのように子どもの姿を共

有していくのか考えていきたい。 

・コロナ禍での保育も３年目となり、少しずつ保護者に園に入って

いただく機会を増やすことが出来た。 

・仮園舎での保育で、行事など保護者の思いに応えることが出来た

のか不安に思うことも多かった半面、保護者に支えられているこ

とを感じる場面も多くあり感謝であった。 

・今後は保育園機能を利用する働く保護者もふえるので、信頼関係

の構築に努める。 

 

 

 B 

５ 

連 携 や

地 域 と

の 関 わ

り 

 

  A 

 

・子育て支援事業（たんぽぽ、すずらん広場等）を、主幹を中心に

保育者で協力して行う流れが定着した。 

・これからは認定こども園として、これまで以上に地域の子育て支

援の拠点としての働きが求められるので、二人の主幹を中心にし

っかりと行っていきたい。 

 

 A 

６ 

研 修 と

研究 

 

 A 

・再開される研修も多くなり、学びの機会が増えた。 

・研修を通して、改めてキリスト教保育の良さ、大切さを感じ、自

分の保育の向上のきっかけを得ることが出来た。 

・乳児の受け入れも始まるので、これまで以上に研修などから学び、

保育に生かしていきたい。 

・対面だけでなく、オンライン研修などもうまく取り入れながら、

今後も研修の機会をしっかり確保したい。 

 

 A 

 

４． 新年度に向けて 

・認定こども園となり、保育の形態や勤務体制が大きく変わる中でも、桑園幼稚園として大切にしたいこ

とを見失わないように心掛けながら、保育者みんなで更に協力して働きたい。 

・様々な職種の職員が在籍することにより、人間関係もより複雑になっていくことも予想されるので、風

通しの良い職場の雰囲気を作っていきたい。 

・新しい保育が始まり手探りの面もあるかとは思うが、桑園幼稚園が大切にしているものは変わらないの

で、そのことを大切にこれからも保育していきたい。 

・守るべきものと変えていけるところを常に検証しながら、桑園幼稚園を守っていきたい。 

・新園舎での生活、認定こども園という新たな出発となる桑園幼稚園が、子どもたちにとってこれまでと

変わらず、神さまに守られ愛されて育つ場であることを基盤とし、これまで以上に良い保育の場である

ように保育者、職員皆で力を合わせていきたい。 

・桑園幼稚園が神さまによって建てられ導かれている園であること、保育者、職員もこの園に導かれたも

のであり、必要とされている存在であることを互いに認め合いながら、子どもたち一人ひとりを大切に

愛し育てていく働きを行っていくことを、職員間で改めて確認し、祈り合って保育を行いたい。 

 

５． 財務、経営状況 

公認会計士監査、監事監査により、適正に運営されていると認められている。 

 

６．安全管理 

防火管理者、衛生管理者を置き、管理を行っている。 

警備会社による防犯セキュリティシステムを導入している。 

年２回の避難、防災訓練と、学校薬剤師による環境検査も行い、指摘事項なし。 

現金やマイナンバーなども、厳重に管理している。 

 

 



７． 学校評価委員からのコメント 

評価できること、今後への期待など 

 

・今年度は仮園舎での保育という特別な年であったが、保育者が工夫し子どもの自主性を尊重する保育を 

 行っていた。保護者の立場としては不安もあったが、子どもたちが楽しんでいる姿から保育者の配慮が 

 伝わってきた。 

・保育者間でよくコミュニケーションを取り、担任以外の保育者も子どもたちと関わっていることや風通

しのよさも感じられた。 

・玄関前が狭かったため、担任と話す機会が少なく保護者としても遠慮がちになってしまった。外に出て

声をかけてくれる場面も増えたが、もう少しきめ細かく伝えてもらえるとよかった。 

・その日の保育内容を保護者に発信する工夫があると嬉しい。 

・園庭がない環境であったが、中での活動の充実し、それも子どもたち一人ひとりの育ちにつながったと

感じた。 

・仮園舎の、階段のある生活が少し心配であったが、子どもたちはその環境も楽しんでいたことが伝わっ

てきた。 

・保育者が子どもを信頼し、近づきすぎず温かく見守る姿は感心する。 

・怪我は仮園舎でなくてもあることで、小さな怪我や痛みを経験することにより、大きな怪我を子ども自

身も防ごうとするようになっていくと思うので、子どものワクワク感を大切にしながら、保育者も安全

への配慮が行えるとよい。 

・コロナ禍での様々な制限があっても、子どもたちの生き生きとした姿は変わらなかった。 

・保育者間でいろいろな課題を共有して解決し、乗り越えてきたことが感じられた。 

・認定こども園となり、未知の部分も多いと思うが、安心できる保育をしていただきたい。 

・桑園幼稚園のこれまでの歩みの中には、様々な苦労があり、いくつかの転換期を越えてこれまで保育を

続けてきたことを思うと、ここからの新しい歩みに、様々な苦労や困難があろうとも、地域の子どもた

ちのための働きを神さまの導きの中で必ずや行っていけると信じている。 

 

 

評価について 

A ・十分できている 

B ・できている 

C ・取り組まれているが十分ではない 

D ・できていない 

 


